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「小説とは思考実験。

一回限りの人生だけど、

小説を書くことで色んな人生を

体験できるのが面白いですね」

第 77 回芥川賞を受賞した『僕って何』、

中学校の教科書に十数年掲載されている

『いちご同盟』といった小説のみならず、

宗教から歴史、児童文学まで幅広いジャンルの本を

発表して輝き続ける、三田誠広さんに迫った。

三田
　誠広

「 苑 」 この人に会 いたい

作 　 家

 三田誠広さん（62 歳）

苑

C O N T E N T S
●
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昭和１３年創業以来、石一筋頑固に作り続け、

これまで１万数千人の方々に「お墓」をお届けし、

今年の１０月を以って７2 年を迎える株式会社大塚でございます。

これまでご縁をいただきました皆様方に１年に１回のご挨拶として

「苑」を発行させていただいてまいりました。

今年も２０10 年版として制作、発行させていただくことができました。

これもひとえに、皆様方にいただきましたご縁の賜物でございます。

７2 年間のご愛顧とともに感謝申し上げます。

今後とも、社員一同努力していく所存でございます。

なお一層のご支援、ご指導をいただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。

代表取締役　大　塚　崇　行
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『Ｍの世界』（河出書房新社）
意識、自我、実存といったテーマを素朴
に追求した観念小説。処女作でもある重
要な作品

朝日新聞で『龍をみたか』の掲載が始まった30歳の時。この前年に芥川賞
を受賞した

『僕って何』（河出書房新社）
舞台は全共闘運動が盛んだった 60 年代
末の大学。恋愛小説としても読める青春
小説
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『空海』（作品社）
不世出の天才といわれる空海の全貌を描
いた本格歴史小説。仏教本を手がける
きっかけに

「いちご同盟」（河出書房新社）
いちご世代の繊細な心の襞をリリカル
に描いた、恋と友情の純愛物語。課題
図書選定作品
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『青い目の王子』（講談社）
仏教説話をちりばめたオリジナル作品。
冒険あり、恋愛あり、悲劇ありの波乱万
丈の物語
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